
一般社団法人実践コーポレートガバナンス研究会 第 149回月例勉強会 

コーポレートガバナンスの実質化：現状と未来 

  

日 時 
2024年 1月 15日（月） 11:30～13:30 （受付開始 11:15） 

※ オンラインは 11:50開始となります。後日の録画配信も予定しております。 

      
会 場 AP東京丸の内 （東京都千代田区丸の内 1-1-3 日本生命丸の内ガーデンタワー3階） 

      

参加費 

会場参加 

（昼食付き） 
：会員 3,000円／一般 6,000円（税込・当日、会場にてお支払いください） 

オンライン ：会員 2,000円／一般 3,000円 （税込・オンライン決済でお支払いください） 

      

2015年に公表されたコーポレートガバナンス・コードは主として監督の強化を謳い、高い遵守率を見せたが、形式的な

対応との批判もまた強かった。こうした流れに対し、2023 年にはその当初より、コーポレートガバナンスの実質化が強く打

ち出され、企業経営は資本コストを認識した効率的な経営や適切な事業ポートフォリオ管理で企業価値の向上を目指

すべき段階に来ている。また、取締役会にはモニタリングの機能を果たすための取締役会のダイバーシティやスキルマ

ップによる実効性の証明が課題となり、投資家の信認を得るための開示や対話の重要性が、企業経営・取締役会双方

に求められている。 

そこで今回は、企業戦略とコーポレートガバナンス研究の第一人者である松田千恵子先生をお招きし、「コーポレート

ガバナンスの実質化」の現状と、企業経営の未来についての実証研究も踏まえお話しいただくことになった。新しい年の

幕開けを飾る今回のセミナーでは、皆様と一緒にガバナンスの現状を総括し、今後のあり方を展望する機会としたい。 

 

講 師 

松田 千恵子 （まつだ ちえこ） 氏 

東京都立大学 大学院 経営学研究科 教授／ 

経済経営学部 教授 

 

  株式会社日本長期信用銀行にて国際審査、海外営業等を担当後、ムーディーズジャパン株式会

社格付けアナリストを経て、株式会社コーポレイトディレクション、ブーズ・アレン・アンド・ハミルトン株

式会社でパートナーを務める。企業経営と資本市場にかかわる研究、教育及び実務に注力する。事

業会社の社外取締役、公的機関の委員等を務める。 

東京外国語大学外国語学部卒、仏国立ポンゼ・ショセ国際経営大学院経営学修士、筑波大学大

学院企業科学専攻博士課程修了。博士（経営学）。 

  今 後 の 勉 強 会 予 定 

  ※2月の月例勉強会は休会となります。 

  第 150回 

3月 12日（火） 

【題目】 詳細が決まり次第ご案内いたします。 

【講師】 岡 俊子 氏 （株式会社岡＆カンパニー代表取締役） 

    

お申込み 

会場・オンラインそれぞれお申し込み方法が異なります。詳細はご案内メールにてご確認ください。 

メールが届かない方は下記までご連絡ください。 

[お問合せ先] 実践コーポレートガバナンス研究会 セミナー事務局 seminar@icgj.org 

  



会 場 の ご 案 内 

    
会 場 AP東京丸の内 

      

住 所 
東京都千代田区丸の内 1-1-3 日本生命丸の内ガーデンタワー3階 

Tel：03-5224-5109 

    

交 通 
JR・丸ノ内線「東京駅」／丸の内線・千代田線・半蔵門線「大手町駅」から徒歩約 4分 

都営三田線「大手町駅」D6出口直結 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

主 催 
 

 

一般社団法人実践コーポレートガバナンス研究会 

ウェブサイト: www.icgj.org ｜ Mail: contact@icgj.org ｜ Tel: 03-3539-3208 

〒105-0003 東京都港区西新橋 1-18-6 クロスオフィス内幸町 3F 

  

会場：AP東京丸の内 

大手濠 

 




